
今回は、GL-7400高速液体クロマトグラフィー(HPLC）シ

リーズを用いた生薬(芍薬)の分析をご紹介します。

芍薬は、シャクヤク(Paeonia lactiflora Pallas)の根を乾

燥させた生薬で、乾燥状態で2.0 %以上のペオニフロリン

を含みます。

鎮静・鎮痙、末梢血管拡張、抗炎症、胃腸運動促進な

どの様々な薬効を持ち、葛根湯をはじめとした多くの漢方

薬に配合されています。

標準溶液測定例
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1. アルビフロリン (66 mg/L)

2. ペオニフロリン (61 mg/L)

システム適合性試験

以上のHPLC条件で分析するとき、

1. アルビフロリン、ペオニフロリンの順に溶出する

2. 上記2成分の分離度*は2.5以上である

3. 分析を6回行ったとき、ペオニフロリンのピーク面積の相

対標準偏差が 1.5 %以下である

Structures are created using Chemistry 4-D Draw which is provided by ChemInnovation Software, Inc.

2. Paeoniflorin

構造式

HPLC条件
カラム : Inertsil ODS-3

(5μm, 150 x 4.6 mm I.D.)

溶離液 : A) CH3CN

B) H2O

C) リン酸
A/B/C = 150/850/1, v/v/v

流量 : 1.1 mL/min. 

カラム温度 : 20 ℃

検出 : UV 232 nm

注入量 : 10 μL

日本薬局方では、芍薬中のペオニフロリンの定量法とし

てODSカラムを用いたHPLC法が採用されています。また、

第15改正から、システム適合性試験において分離度の比

較に用いる化合物が、p-ヒドロキシアセトフェノンからアル

ビフロリンに変更となりました。

今回は新基準での規定を達成できましたので、以下にご

報告いたします。

(T. Fukaya)

N 面積値
1 4541443
2 4518594

3 4546018
4 4566490
5 4569764
6 4593467

平均 4548462
RSD (%) 0.457

表1: ペオニフロリンの
面積値再現性

溶出順 : 規定を満たす
分離度 : 3.60

相対標準偏差 : 0.46 % (表1）

今回の結果

1. Albiflorin
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*分離度についてはテクニカルノート No. 38をご参照ください。
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市販芍薬中ペオニフロリンの分析

1. アルビフロリン
2. ペオニフロリン

HPLCカラム：
Inertsil ODS-SP, 5μm, 150×4.6mm I.D.

Cat.No. 5020-02745

HPLC装置：GL-7400 シリーズ

番号 品名 型番

1 キャリアリザーバー GL-7480

2 カラムオーブン GL-7430
3 ポンプ GL-7410
4 UV検出器 GL-7450
5 オートサンプラー GL-7420

2

HPLC-UV

前処理例

有機層 残渣

有機層 残渣

粉砕

50 % エタノール (50 mL)

40℃に加温 (30 min)

50 %エタノール (12 mL)

40℃に加温 (30 min)

50 %エタノールで
50 mLにメスアップ

1

2

4

5

3

試料
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